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第125回 日商簿記試験予想

ラストスパート模試

平 成 22 年 度

http://www.net‑school.co.jp/

商業簿記・会計学

（午前９時開始　制限時間  １時間30分）
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生年月日

× ×

昭・平　　 . 　　.

(ココヲトジル)

氏名
採 　点 　欄試験地(会議所名)

受験

番号

商 業 簿 記

平成 22 年度　ラストスパート模試・第２予想

第 125 回対策 答案用紙

１　級　①

問１　

(単位：千円)

－

－

Ｐ　社

個　別　財　務　諸　表
科 目

貸借対照表

現 金 預 金

売　　　掛　　　金

商　　　　　　　品

繰 延 税 金 資 産

土　　　　　　　地

備　　　　　　　品

Ｓ 社 株 式

Ａ 社 株 式

そ の 他 の 諸 資 産

買　　　掛　　　金

繰 延 税 金 負 債

そ の 他 の 諸 負 債

貸　倒　引　当　金

資　　　本　　　金

資　本　剰　余　金

利　益　剰　余　金

少 数 株 主 持 分

合　　　　　　　計

損益計算書

売　　　上　　　高

売 上 原 価

諸　　　費　　　用

諸　　　収　　　益

法 人 税 等

法 人 税 等 調 整 額

当　期　純　利　益

合　　　　　　　計

Ｓ　社
連　結　財　務　諸　表

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　　 　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

(　 　　　 )

問２

利益剰余金前期末残高

利益剰余金増加高

利益剰余金減少高

利益剰余金当期末残高

(　　　　　　　)千円

(　　　　　　　)

(　　　　　　　)

(　　　　　　　)千円

21,000

150,000

31,000

4,000

82,000

25,000

78,500

25,220

232,280

649,000

480,000

306,000

23,200

31,800

841,000

128,000

2,300

63,700

3,000

230,000

63,000

159,000

649,000

800,000

39,000

2,000

841,000

9,000

50,000

21,000

2,000

36,000

19,000

58,000

195,000

158,000

60,000

7,800

10,200

236,000

51,000

1,000

20,800

1,000

65,000

24,000

32,200

195,000

229,000

6,000

1,000

236,000



生年月日
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昭・平　　 . 　　.

(ココヲトジル)

氏名
採 　点 　欄試験地(会議所名)

受験

番号

会 計 学

平成 22 年度　ラストスパート模試・第２予想

第 125 回対策 答案用紙

１　級　②

第1問

a b c d e

第２問

決算整理後残高試算表（一部） (単位：百万円 )

完成工事未収入金 (  ) 未 成 工 事 受 入 金 (   )

未 成 工 事 支 出 金 ( ) 工 事 損 失 引 当 金 (   )

完 成 工 事 原 価 ( ) 完 成 工 事 高 (   )

第３問

Ｐ社個別キャッシュ・フロー計算書 (直接法 )

 ( 単位：千円 )

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

　　　営業収入 (　　　　　　　)

　　　商品の仕入支出 (　　　　　　　)

　　　　　　⋮　　　　　　　   　　  　⋮

　　　利息の支払額 (　　　　　　　)  

　　　　　　⋮　　　　　　　   　　  　⋮

Ｐ社個別キャッシュ・フロー計算書(間接法)

 ( 単位：千円 )

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

　　　　　　⋮　　　　　　　   　　  　⋮

　　　貸倒引当金の増加額 (　　　　　　　)

　　　受取利息及び受取配当金 (　　　　　　　)

　　　支払利息 (　　　　　　　)

　　　為替差損 (　　　　　　　)

　　　売上債権の増加額 (　　　　　　　)

　　　　　　⋮　　　　　　　   　　  　⋮

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 (　　　　　　　)

連結キャッシュ・フロー計算書 (直接法 )

 ( 単位：千円 )

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

　　　営業収入 (　　　　　　　)

　　　商品の仕入支出 (　　　　　　　)

　　　　　　⋮　　　　　　　   　　  　⋮

　　　利息及び配当金の受取額 (　　　　　　　)

　　　　　　⋮　　　　　　　   　　  　⋮

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　長期借入れによる収入 (　　　　　　　)

　　　長期借入金の返済による支出 (　　　　　　　)

　　　配当金の支払額 (　　　　　　　)

　　　少数株主への配当金の支払額 (　　　　　　　)

　　　　　　⋮　　　　　　　   　　  　⋮

（注）キャッシュの減少を示す場合には、金額の前に△を付すこと。



(禁無断転載)

第125回	日商簿記試験予想

ラストスパート模試

平	成	22	年	度

http://www.net‑school.co.jp/

工業簿記・原価計算

（商業簿記・会計学終了、休憩後開始　制限時間		１時間30分）
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× ×

昭・平　　	.	　　.

(ココヲトジル)
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工 業 簿 記

平成22年度　ラストスパート模試・第２予想

第125回対策	答案用紙

１　級　③

〔問１〕

　　賃率差異　 	円　（　借方差異　　　貸方差異	　）	※（　　）内は答えを〇で囲みなさい。

〔問２〕

	製造間接費予算部門別配賦表	　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

製造部門 補助部門

第１製造部門 第２製造部門 動力部門 修繕部門

変動費 固定費 変動費 固定費 変動費 固定費 変動費 固定費

部門個別費 1,040,000	 550,000 1,080,000	 780,000	 500,000	 560,000	 600,000	 800,000	

部門共通費 ─ （� ） ─ （� ） ─ （� ） ─ （� ）

動力部門費（� ）（� ）（� ）（� ） ─ ─ ─ ─

修繕部門費（� ）（� ）（� ）（� ） ─ ─ ─ ─

合 計 （� ）（� ）（� ）（� ） 500,000	（� ） 600,000	（� ）

〔問３〕

	指図書別原価計算表	 （単位：円）

指図書
＃201 ＃301 ＃401 合 計

項　目

前月繰越高 	 1,083,000	 － － 1,083,000	

直接材料費 － 	 1,200,000	 	 750,000	 	 1,950,000	

直接労務費

　第１製造部門 － （ ）（ ）（ ）

　第２製造部門 （ ）（ ）（ ）（ ）

製造間接費

　第１製造部門 － （ ）（ ）（ ）

　第２製造部門 （ ）（ ）（ ）（ ）

合　　計 （ ）（ ）（ ）（ ）

仕　　掛　　品　 （単位：円）

前 月 繰 越 （ ） 完 成 品 原 価 （ ）

直 接 材 料 費 （ ） 次 月 繰 越 （ ）

直 接 労 務 費 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

〔問４〕

　　第１製造部門の操業度差異　 	円　（　借方差異　　　貸方差異	　）　

　　第２製造部門の操業度差異　 	円　（　借方差異　　　貸方差異	　）　

※（　　）内は答えを〇で囲みなさい。



生年月日
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昭・平　　	.	　　.

(ココヲトジル)

氏名
採�　点�　欄試験地(会議所名)

受験

番号

原 価 計 算

平成22年度　ラストスパート模試・第２予想

第125回対策	答案用紙

１　級　④

〔問１〕

製品Ａ 製品Ｂ

製品１個当たり貢献利益 円 /個 円 /個

〔問２〕

１年度 ２年度

新規設備の利用に係る差額キャッシュ・フロー 万円 万円

〔問３〕

新規設備の除却に係る差額キャッシュ・フロー 万円

〔問４〕

新規設備導入案の正味現在価値 万円

〔問５〕

新規設備導入案の内部投資利益率 ％

〔問６〕

　　答案作成に際し には適当な金額を、（　　　）は答えと思う言葉を○で囲みなさい。

　（１）

　　　製品Ｃ4,000個の注文を引き受けると利益が 円だけ（　増加　・　減少　）する。

　　よって、追加注文を（　引き受けるべきである　・　引き受けるべきでない　）。

　　　製品Ｃ7,000個の注文を引き受けると利益が 円だけ（　増加　・　減少　）する。

　　よって、追加注文を（　引き受けるべきである　・　引き受けるべきでない　）。

　（２）

　　　製品Ｃの受注を有利とするためには、販売価格が 円より高ければよい。


